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「手と目と」

　この言葉には、

　　　「手」 と 「目」 で 「看る」

 （ 手 + 目 = 看 ）　という

　　私たちの思いが込められています

「花火」

回復期リハビリテーション病棟
の作品

「
今
月
の
こ
と
ば
」

し
っ
か
り
と
し
た
理
念
が
な
け
れ
ば
、

満
足
な
結
果
は
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

即
ち
、
明
確
な
理
念
を
持
ち
、

そ
れ
に
向
か
っ
て

一
途
に
邁
進
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

（「
栄
光
会
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
よ
り
）

手と目と
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
で
の
分
類
が
今
年
の
5
月
に
2
類

か
ら
5
類
に
変
わ
っ
た
。
約
１
０
０
年
前
に
人
類
が
経
験
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
感

染
症
の
世
界
的
流
行
）
は
、
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
い
わ
れ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
前
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
４
～
５
年
で

落
ち
着
い
た
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
１
０
０
年
間
の
科
学
の
進
歩
に
よ
り
２
～
３

年
で
収
束
す
る
か
と
期
待
し
て
い
た
が
、
４
年
目
の
今
も
ま
だ
流
行
し
て
い
る
。「
歴

史
は
繰
り
返
す
」
と
い
う
格
言
を
思
い
出
す
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
子
供
の
頃
、
祖
母
か
ら
福
岡
で
は
山
笠
が
終
わ
る
頃
、
馬
の

背
を
分
け
る
よ
う
な
雨
を
経
験
し
梅
雨
は
明
け
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。「
馬
の
背

を
分
け
る
」
と
は
局
所
的
な
こ
と
を
表
し
、
夕
立
の
強
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

あ
っ
た
。
今
は
福
岡
、
佐
賀
の
ど
こ
か
で
毎
年
大
雨
、
洪
水
で
の
災
害
が
起
こ
っ
て

お
り
、
昔
は
強
い
雨
が
降
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
30
分
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
も
の
が
、
数
時
間
、

半
日
と
降
り
続
き
、
人
の
命
と
生
活
を
奪
っ
て
い
る
。

　

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
の
天
災
と
は
自
然
災
害
で
地
震
、
台
風
、

大
雨
、
洪
水
な
ど
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
う
が
、
大
雨
、
洪
水
に
関
し
て
は

忘
れ
る
合
間
な
く
経
験
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
が
関
係
し
て
い
る
異
常
気
象
な

ら
ば
人
災
の
要
素
が
あ
り
、
大
雨
は
も
は
や
天
災
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
が
流
行
し
た
時
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
最
中
で
、
そ
の
後

の
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
日
本
は
加
害
国
と
な
っ
た
。
戦
争
は
天
災
で
は
な
く
人

災
で
あ
る
。
日
本
に
限
ら
ず
多
く
の
国
は
過
去
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

努
め
て
き
た
と
思
う
が
、
今
の
世
界
各
国
の
政
治
的
指
導
者
の
言
動
、
行
動
か

ら
「
歴
史
は
繰
り
返
す
」
の
心
配
が
強
く
な
っ
て
憂
鬱
で
あ
る
。
嫌
な
ニ
ュ
ー
ス
が

多
く
、
気
が
滅
入
る
毎
日
だ
が
、
栄
光
病
院
で
信
頼
で
き
る
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
仕
事
が
で
き
る
こ
と
が
私
の
日
々
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
医
療
法
人
　
栄
光
会
　
栄
光
病
院

　
副
院
長
　
吉
田
　
晋

巻頭言  『 格言と憂鬱 』

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
に

　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
機
材
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
！

 

今
年
度
よ
り
﹁
歩
行
解
析
デ
バ
イ
スAYUM

IEYE

﹂
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
︒
こ
ち
ら
の
装
置
は
三
軸
加
速
度
モ
ジ
ュ
ー
ル
セ
ン
サ
ー
を

用
い
て
歩
行
を
解
析
す
る
物
で
す
︒
利
点
と
し
て
は
簡
単
に
実
施
出

き
︑
誰
が
実
施
し
て
も
誤
差
が
出
に
く
く
︑
客
観
的
に
歩
行
を
見
る

事
が
出
来
ま
す
︒

 

今
ま
で
は
私
達
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
視
覚
的
に

歩
行
分
析
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
︑
こ
れ
か
ら

は
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
歩
行
を
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
︑
よ
り
精
度
の

高
い
歩
行
分
析
が
可
能
と
な
り
ま
す
︒

 

測
定
方
法
に
つ
い
て
は
﹃
装
置
を
腰
に
装
着
し
︑
10
メ
ー
ト
ル
歩

く
﹄
だ
け
で
す
︒
測
定
後
直
ぐ
にipad

で
結
果
を
見
る
事
が
出
来
︑

患
者
さ
ん
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
そ
の
場
で
行
う
こ
と
が
出
来
ま

す
︒
結
果
は
数
値
化
さ
れ
て
お
り
︑
前
回
か
ら
の
改
善
点
も
見
え
て

く
る
の
で
︑
や
る
気
に
も
繋
が
り
ま
す
︒
今
後
も
質
の
高
い
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
︑
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
︒
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特集 ケアワーカー (看護補助者）のお仕事紹介

　栄光病院では現在 20 数名のケアワーカーが働いています。 年齢層も 20 代から 70 代ととても幅広いです。

ケアワーカーとして働くために現時点では資格の必要はなく、 初めての方でも、 看護師の指導のもと仕事を習

得していくことができ、 経験を積めば介護福祉士、 ケアマネジャーへの道も開けます。

　今回は、 各病棟のケアワーカーにその業務内容や、 仕事におけるやりがいと部署の紹介をしてもらいました。

ホスピス病棟
　ホスピス病棟は、患者さん、御家族の方々が
ゆっくり穏やかな時間を過ごして頂ける様にス
タッフ一同で取組んでいます。
　季節ごとのイベントを大切にしており、患者
さんの笑顔が私達のパワーの源です。

地域包括ケア病棟
　地域包括ケア病棟は、急性期の治療を終えた
方が、自宅や施設に戻るためにリハビリや継続
治療を行う病棟です。
　患者さんができるだけ元の生活に戻ることが
できるよう食事、入浴、排泄のお手伝いをさせ
ていただいています。最初は自分で起き上がる
こともできなかった患者さんが元気になられ自
宅へ帰られる時はとても嬉しく思います。
　色々な病気を抱えた患者さんとの出会いは、
私たちにたくさんの経験を与えて頂きます。
看護師といつでも一緒なので心強いです。

神経難病病棟
　神経難病病棟は、脳神経系の病気で根本的治
療の難しい患者さんが入院されています。
　ケアワーカーは、主に患者さんの身の回りの
お世話をしています。例えば、オムツ交換や入
浴介助、食事介助です。療養期間が長い患者さ
んに笑顔がみられたり、病気の進行から言葉が
発せなくなった患者さんが話すことができた時
にやりがいを感じます。また、意思の疎通が図
りづらい患者さんと、徐々にコミュニケーショ
ンがとれるようになったときは嬉しいです。

回復期リハビリテーション病棟
　急性期の医療（救命のための手術など）が終
わって、効果的なリハビリ訓練を集中して行う
ための病棟で、医師、看護師、ケアワーカー、
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、
栄養士、医療相談員など、専門職がチームを作り、
患者さんの状態に応じたリハビリ訓練計画を立
て、自宅への退院を目指しています。出来るこ
とが増えていく患者さんと一緒に喜べることが
楽しく、やりがいを感じます。
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部署紹介

薬
剤
課

薬剤課は、薬剤師 3名・調剤助手 2名計 5名の女性ばかりの部署です。
業務内容としては、入院患者さんの調剤、持参薬鑑別、服薬指導、
各種委員会やカンファレンスへの参加、一部注射剤の混注業務などです。
最近まではコロナワクチンの調整も行っていました。

調剤業務風景

鑑別業務風景 混注業務風景

みなさんも報道などでご存知と思いますが、
一部の医薬品が出荷停止や出荷調整の為、
手に入りにくい状態になっています。

後発医薬品製造販売企業の品質管理体制不備による処分の影響や、
コロナ禍で需要が供給を大幅に上回り、
従来量の医薬品確保が難しくなっています。

院内外の薬局ではメーカー変更や代替薬の確保などを行っていますが、
実際に調剤薬局で「在庫が不足していて…」という言葉を
耳にされた方もいらっしゃるのではないでしょうか。
この医薬品の供給不足はしばらく続くと思われます。

ご迷惑をおかけしますが、できる限り患者さんへの影響が少ない対応を
とっていきたいと考えていますので、

よろしくお願いします。



 

③ 医療安全ラウンド 

週に１回（毎週火曜日）、コメディカルや事務部門の 

15 部署を 1 回に２部署ずつラウンドを行っています。 

チェック項目に沿って行い、改善項目はラウンド終了後に

その部署にフィードバックして、次回のラウンドまでに改

善に繋げるようにしています。外部の目線が入りチェック

シートを用いることで、各部署が改善点の基準やポイント

を知り、少しでも改善できるよう一生懸命取り組んでくれ

ています。（病棟や外来、訪問看護とリハビリは看護部の

委員会でラウンドを行っています。 
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医療 ・ 看護の質向上への取り組み

～医療安全管理室からの報告～
医療安全管理室・感染防止対策室が昨年７月に新設されて
一年が経過しました。今回は医療安全に関連したこの一年の
主だった取り組みをご紹介したいと思います。

 

　ご紹介した取り組み以外にも、院内の掲示物の作成や薬剤の使用基準

の表示、特養こころとかめやま施設のラウンドなども行っています。

これからも患者さんにとって快適な療養環境と職員にとっても安全で安心

できる働きやすい職場環境を提供できるよう活動していきたいと思います。

　医療安全の研修でよく出てくる有名な「ハインリッヒの法則」というものが

あります。一つの重大事故の陰には 29 の軽微な事故と、さらに 300 ものヒヤリとした事例があると言われて

います。インシデント報告書には、重大事故を起こさないようヒヤリとした事例も情報共有を行い未然に防ぐと

いう意味もあります。医療安全の質が向上できるよう職員一人一人が意識して取り組んでいきましょう。

 

① インシデント報告書の把握 

院内で発生したインシデントの報告書の 

全てに毎日目を通し、部署へ改めて状況確認を

行って詳細の把握に努め、月ごとに集計し 

安全管理委員会で報告しています。 

 

 
⑤ 医療安全業務改善報告書 

転倒リスクのある危険な場所や改善の必要のある 

業務や内容の見直しを行い、スタッフの意見も傾聴

しながら業務改善を行っています。改善したものは

報告書を作成し提出しています。 
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健
康
の
た
め
の

　

ち
ょ
っ
と
イ
イ
お
話
し

　
夏
休
み
の
レ
ジ
ャ
ー
、
山
や
川
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
山

登
り
な
ど
屋
外
で
の
活
動
が
増
え
て
く
る
季
節
で
す
。

マ
ダ
ニ
の
活
動
が
盛
ん
な
春
か
ら
秋
の
屋
外
で
の
活
動

や
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
た
め
の
注
意
と
し
て
、
今
回
は

ダ
ニ
媒
介
感
染
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
は
、
基
本
的
に
ウ
イ
ル
ス

等
病
原
体
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ
類
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
咬

ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
に
は
重
症
熱
性
血
小
板
減

少
症
候
群
（SFTS

）、
つ
つ
が
虫
病
、
日
本
紅
斑
熱
、
ダ

ニ
媒
介
脳
炎
、
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
、
回
帰
熱

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

１
：
草
む
ら
や
藪
な
ど
、
マ
ダ
ニ
が
多
く
生
息
す
る
場

所
に
入
る
場
合
に
は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全

に
覆
う
靴
、
帽
子
、
手
袋
を
着
用
し
、
首
に
タ
オ
ル
を

巻
く
等
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

マ
ダ
ニ
は
森
林
や
草
地
だ
け
で
な
く
、
公
園
や
河
原
、

民
家
の
畑
や
裏
庭
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
生
息
し
て

い
ま
す
。

 

２
：
忌
避
剤
（
有
害
動
物
の
嫌
う
成
分
を
用
い
、
害
虫

な
ど
が
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
す
る
薬
剤
）
の
併
用
も
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

３
：
屋
外
で
の
活
動
の
後
は
入
浴
し
、
マ
ダ
ニ
に
刺
さ

れ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。
特
に
、
首
、
耳
、

わ
き
の
下
、
足
の
付
け
根
、
手
首
、
膝
の
裏
な
ど
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

４
：
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
場
合
、
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に

気
が
付
い
た
場
合
は
、
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と

化
膿
し
た
り
、
病
原
体
を
体
内
に
入
り
や
す
く
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
皮
膚
科
な
ど
の
医
療
機
関
で

処
置
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

５
：
ど
の
よ
う
な
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
野
生
動
物
と
の
む
や
み
な
接
触
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。

　
正
し
く
感
染
対
策
を
行
い
、
自
然
豊
か
な
場
所
で
の

レ
ジ
ャ
ー
や
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

元
気
な
夏
を
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

栄
光
病
院　

外
来　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
ン
ク
ナ
ー
ス

野
田　

理
恵

（国立感染症研究所）
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※広報誌の送付が不要な方は 下記までご連絡ください。

 　社会医療法人　栄光会 　広報営業部会 担当 : 安川 (和 )

       TEL 092(935)0147       E-mail k-yasukawa@eikoh.or.jp

　
子
ど
も
の
習
い
事
は
、
彼
ら
の
成
長
と
才
能
の
発
見

に
素
晴
ら
し
い
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。
習
い
事
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
ス
キ
ル
を
楽
し
み
な
が
ら

身
に
つ
け
、
自
己
肯
定
感
が
高
ま
り
、
社
会
性
も
向
上

す
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
に
は
息
子
が
１
人
い
ま
し
て
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど

１
年
半
前
、
子
供
と
２
人
で
あ
る
武
道
の
門
を
叩
き
ま

し
た
。

　
武
道
系
の
習
い
事
は
身
体
を
強
く
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
精
神
的
な
鍛
錬
を
大
切
に

す
る
の
で
、
礼
儀
作
法
や
謙
虚
さ
の
よ
う
な
、
人
と
し

て
の
基
礎
力
を
学
ば
せ
た
か
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。

　
そ
の
武
道
と
は
、
テ
コ
ン
ド
ー
で
す
。
テ
コ
ン
ド
ー

と
聞
く
と
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
方
が
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、2000

年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
正
式

種
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
は
今
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
、
テ
コ
ン
ド
ー
は
空
手
に
も
似
た
格
闘
技

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
特
徴
的
な
の
は
足
技
が
空
手
よ
り
も

多
く
、
身
体
の
柔
軟
性
が
少
な
か
ら
ず
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

”

武
道”

と
聞
く
と
、「
い
か
に
も
」
っ
て
感
じ
の
道

着
を
着
た
イ
カ
ツ
イ
男
性
た
ち
が
道
場
の
中
で
横
一
列

に
並
ん
で
い
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
よ
ね
。（
わ
た
し
の

勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
武
道
家
の
み
な
さ
ん
、
す
み

ま
せ
ん
。）

　
で
も
、
私
と
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も

と
そ
の
親
が
一
緒
に
楽
し
め
る
の
が
特
徴
の
子
ど
も
が

メ
イ
ン
の
「
キ
ッ
ズ
テ
コ
ン
ド
ー
」
な
の
で
、
雰
囲
気

も
和
や
か
で
、
10
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
な
少
し

ゆ
る
い
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
で
す
。

　
週
１
回
程
度
で
す
が
、
う
ち
の
子
ど
も
と
同
じ
年
代

の
子
ど
も
た
ち
が
い
る
の
で
、
楽
し
く
テ
コ
ン
ド
ー
を

習
っ
て
い
ま
す
。

　
通
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
な
り
に
型
も
技
も
覚
え
て
い

く
の
で
、「
昇
級
試
験
」
と
い
う
も
の
に
出
く
わ
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
帯
」
の
色
が
変
わ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

　
昇
級
試
験
は
１
人
ず
つ
師
範
の
前
で
、
課
題
の
「
型
」

や
「
組
み
手
」
を
行
い
ま
す
。
想
像
し
た
だ
け
で
、
緊

張
し
ま
す
よ
ね
。

　
と
は
言
え
、
定
期
的
な
成
功
体
験
が
大
人
・
子
ど
も

に
関
わ
ら
ず
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
、
仕
事
や
学
校

生
活
に
も
良
い
結
果
を
生
み
出
す
と
思
い
ま
す
。

　
年
に
何
回
か
昇
級
試
験
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
も
そ
れ
に
向
け
て
日
々
練
習
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
と
、
な
ん
だ
か
こ
ち

ら
ま
で
元
気
を
も
ら
え
て
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
親
子
で
テ
コ
ン
ド
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、

お
互
い
に
支
え
合
い
、
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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■　栄光病院

栄光病院グロリア基金のご案内

栄光会の医療・介護・福祉の事業展開のために皆さまお一人
お一人のお力添えを心よりお願い申し上げます。栄光会事業の
趣旨にご賛同賜り、ご支援頂けますならば、誠に幸甚に存じます。

社会医療法人　栄光会

〒811-2232　福岡県糟屋郡志免町別府西 3-8-15

  Tel.092(935)0147
  Fax.092(936)3370

URL: h�p://www.eikoh.or.jp
E-mail: eikoh@eikoh.or.jp
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【グロリア基金　お振込口座】

栄光病院グロリア基金　代表　　井上　裕

西日本シティ銀行 博多支店　普 No.1533165

福岡銀行　　　　　 吉塚支店　普 No.1443197

郵便振替　　 No.01730-8-76630 （代表者名等なし） 

＊法人 ・ 個人を問わず任意の額で結構でございます

（2023年 8月 1日現在）

8 月

　日本全国あちらこちらで数年ぶりに行われる、花火大会やお祭りの
ニュースを目にします。私の住む町でも、夏祭りが復活します。
町内にお祭りを知らせる青色ののぼり旗がたくさん立てられています。
浴衣を着てヨーヨー釣りを楽しんだり、ラムネの早飲みで競い合う
子供達の姿を久しぶりに見る事が出来そうです。
　「ああ、日本の夏が帰ってきたな・・・」と嬉しい気持ちになる
今日この頃です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ｍ・Ｏ)

編集後記 救急告示病院

診療スケジュール

【救急外来受付】

救急患者さんの受け入れを

24時間体制で行っています

※事前に　　お電話にて
診療科の確認をお願いいたします

TEL.092-935-0147

診療スケジュールは都合により変更となる場合があります。

予めご了承ください。

○診療時間は、 ９ ： ００～１７ ： ００ （昼休み１２ ： ３０～１３ ： ３０） となっています。

　　なお、 午前中の受付は１２ ： ００までとなっておりますので

　　ご注意ください。 　ただし、 急患は２４時間いつでも受け付けております。

○専門外来 ・ ホスピス相談は原則として予約制となっています。

　　ご予約がないときは、 お待ち頂くことがありますので、 ご了承ください。


